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2.4. データベースシステム学講座 
2.4.1. 講座の概要 
(a) 講座の簡単な説明，キーワード 
データベースは，非常に広い市場に適用されているだけでなく，多様なアプリケーションに利用されています．本
講座では，データベース技術を用いて地域の課題や要望に応えていくことを中心に，その適用可能性の拡大につい
ても研究を推進しています．地域貢献としては，KINECT や WiiFit を用いた高齢者や障害者支援システム，地磁気・
加速度センサによるスキージャンプ選手のモニタシステム，自動車組み立て工場における生産支援システムの研究
開発に取り組んでいます．データベース基盤技術の確立という観点から，オノマトペによる食感検索技術，友達作
り支援 SNS，E-コマースのためのレコメンデーション方式，ガイドブックにない地域特産メニューや取り扱い店舗の
抽出，SS 超音波屋内測位を用いた CD や本の位置検索の研究を進めています．また，応用システム研究として，電子
政府，海外での自動車運転を支援するインターナショナルドライビングシミュレータ，障がいに柔軟な自動車操縦
インタフェース，点滴モニタリングシステム、表情を用いたマルチモーダルノベライズシステム，医療過誤防止シ
ステム，超音波による飛行ロボットの自己位置認識システム，特徴の少ない建物内外のナビゲーションシステムな
どを開発しています． 
キーワード： データベース工学，電子政府，Web コラボレーション, 感性検索，レコメンデーション，ウェブスク
レイピング，ITS（高度道路交通システム），E-コマース，コンテキストアウェア，Felica，モーションモニタリン
グ，ドライビングシミュレータ，マルチモーダルインタフェース，人体通信，スマートデバイス，ジャイロセンサ，
地磁気センサ，加速度センサ，超音波センサ，歪センサ，コーディネーション，スペクトル拡散，屋内ナビゲーシ
ョン，人体通信，リハビリテーション，医療過誤，睡眠時無呼吸症候群，障がい者支援 
(b) 年度目標 
 ４年生以上が全員年一回以上の外部発表を行う． 
 講座全体で外部資金を２件以上申請する． 
(c) 講座構成教員名 
村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真 
(d) 研究テーマ 
 オペレータアシスト電子政府システム 
 分散 SNS によるコミュニケーション支援 
 障がいに柔軟な自動車操縦インターフェース 
 人体通信タグを利用した点滴モニタリングシステム 
 スマートフォンを利用した睡眠時無呼吸症候群簡易検知システム 
 脳卒中患者の遠隔リハビリテーションと可視化 
 インターナショナルドライビングシミュレータ 
 オノマトペを用いたグミの推薦 
 地域特産メニュー抽出 
 車両群としてのエコドライブ 
 キャンパスを対象としたナビゲーション 
 書類管理システム 
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 コーディネーションアシスト 
 表情によるマルチモーダルノベライズ 
 地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手のモニタリング 
 スペクトル拡散超音波を用いた三次元リアルタイム屋内測位 
 自動車組み立て工場における生産管理システムシステム 
(e) 在籍学生数 
博士(前期)：2名，博士(後期)：1名，卒研生：10 名，研究生：0名 
  
